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研究成果の概要（和文）：グローバル化の進展に伴い，世界の外国語教育は多様化の方向

に進んでいる。本研究では多言語教育のための語彙学習教材の開発を行った。研究成

果として，1）ペーパー版の英語語彙学習教材を開発し，試用効果を小・中学校で検証

した，2）英語教材をもとに中国語，韓国語，日本語学習のためのペーパー版語彙学習

教材を作成した，3）ペーパー版教材の成果を踏まえ，iOS を使ってモバイル英語語彙

学習教材を開発し，Apple Store にて公開した。 

 

研究成果の概要（英文）：The world is now experiencing the progress of globalization and 

multilingualism.  In this study, we developed multilingual vocabulary learning materials 

to meet the needs of modern society. First, we created paper-based vocabulary learning 

materials and measured their effectiveness in the classroom at elementary schools and 

junior high schools. Then we developed Chinese, Korean and Japanese learning materials. 

Finally, we created digital material based on iOS and opened it to the public at the Apple 

Store. 
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１．研究開始当初の背景 

研究開始当時は，世界でグローバル化が加
速し，国内外で外国語学習の推進と多様化が
進んでいた。日本では文科省が「高等学校に
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おける外国語教育多様化推進地域事業」を実
施した結果，第二外国語として中国語と韓国
語を教える高校は 1995 年から 10年間で 3倍
以上，仏語は 1.7 倍，独語は 1.4 倍に増加す
るなど，多様な外国語学習教材が必要とされ
る状況にあった。また，日本語教育に目を向
けると，公立の小中高の外国人児童・生徒は
2008 年には 28,575 人と過去最多を記録する
とともに，ソウルでは 90％以上の高校で，台
湾では 2万人以上の高校生が日本語を第二外
国語として学んでいた。 
 さらに ICT技術の発展は外国語学習の方法
にも変化をもたらし始めていた。2010 年 5 月
11 日に，政府は「新たな情報通信技術戦略」
を決定し，教育政策の工程表には，2020 年度
を目途に「児童生徒 1人 1台の情報端末によ
る教育の本格展開の検討・推進」を盛り込ん
だ（高度情報通信ネットワーク社会推進戦略
本部, 2010）。そうした状況を受けて日本の
教育界では，デジタル教科書・教材に関する
研究，開発の動きが活発になっていた。 
  
２．研究の目的 
本研究の目的は，多言語社会に対応する四

ヵ国語学習教材を開発することであった。教
材は，学校現場の実態に照らして実用性が高
いペーパー版教材と，近い将来，必要となる
デジタル版教材を開発することであった。 

一般に教材の作成には What（何を） と How
（どのように）に考慮する必要がある。本研
究の What は，外国語能力の基盤である「語
彙」を指導することとし，また，指導する語
彙は，日本人の弱点とされる「生活語彙」と
した。How としては，日本の伝統的遊具であ
り，学習教材として他教科においても広く利
用されている「カルタ」の形式を用いること
とした。 
 
３．研究の方法 
 教材開発の方法は概ね次のようであった。 
1) 学習用の「生活語彙」を選定し，その後，
選定語彙の妥当性を検証した。 

2) 小・中・高校の授業に生活語彙教材を取り
入れるために，学校で扱われる英語に関す
る調査・研究を行った。 

3) 英語の生活語彙を学習するためのペーパ
ー版「英語カルタ」を作成した。さらに教
科横断的に生活語彙を学べるように「ふる
さと」「日本」「世界」をテーマとしたペー
パー版英語カルタも併せて作成した。 

4) 作成した教材を使って，小・中学校で実践
指導を行った。 

5) 英語版教材を基礎として，中国語，韓国語，
日本語を学ぶための四カ国語・生活語彙学
習教材を開発した。 

6) ぺーパー版の英語カルタをもとに，世界標
準のデジタル版教材 eCarta を開発した。

その後 eCarta を Apple Store にて公開し
た。 

 
以下に，研究方法の詳細を説明する。 

1) 生活語彙の選定と妥当性の検証 
生活語彙は絵辞書に多く含まれることか

ら，国内外の英語絵辞書 30 冊の語彙と，子
どもの話し言葉データを収集し，大人の話し
言葉データと比較し，子どもの話し言葉とし
て特徴度の高い語彙を選定し，すべてのデー
タを統合して「生活語彙リスト」（5,259 語）
を作成した。そのうち，上位 500 語を「子ど
ものための初級生活語彙 500」として，ここ
から語彙を選んで生活語彙学習教材を作成
した。 
次に「生活語彙 500」が，学習語として妥

当なものであるかどうかを「学年レベル」「意
味分布」「カバー率」の観点から検証した。
その結果，「生活語彙 500」は，① アメリカ
人の子どもの語彙習得学年で見ると，平均で
小学校 1.2年生で習得するレベルであること，
② 中・高の学校教科書でカバーしづらい意
味領域の語彙を補うこと，③ 英語教科書の
語彙に「生活語彙 500 語」を補足すると，生
活案内の語彙のカバー率が 53.3％から 70％
へと上昇することが確認できた。これらのこ
とから「生活語彙 500」は，学習語として妥
当であると結論した。 
2) 学校英語に関する調査 
包括的な英語教育の枠組みの中で語彙・文

法指導を捉えた上で，本研究で開発した生活
語彙学習教材を，従前の小・中・高校の英語
授業に取り入れるために，学校教育をとおし
て学習者が学ぶ英語について調査・研究した。
例えば，教科書，入試問題，副教材として人
気の高い graded readers に出現する語彙を
収集して調査した。これらの調査結果をもと
に，生活語彙教材を教室へ導入する枠組みを
考察した。 
3）ペーパー版「英語カルタ」の開発 
ぺーパー版「英語カルタ」の開発にあたっ

ては，デジタル版教材への応用を円滑にする
ために，はじめに学習語である生活語彙に対
して「学習語情報」を収集，作成した（図 1）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1「学習語情報」の例 
 
学習語情報として，カルタの「絵札」に掲

載するための，学習語が属する「カテゴリー」，

food and drinks 1 I'm a food. 私は食べ物です。

2 I'm a vegetable. 私は野菜です。

3 I'm orange, green or black. 私はオレンジ色か緑色か黒色です。

4 I'm fat and round. 私は太っていて丸いです。

pumpkin 5 I grow on a vine. 私はつるに育ちます。

カボチャ 6 I have a stem. 私には柄があります。

7 You see me in the fall. あなたは私を秋に見かけます。

8 Some people eat my seeds.  私の種を食べる人もいます。

9 You use me on Halloween. あなたは私をハロウィーンに使います。

10 You can make a pie from me. あなたは私からパイを作れます。

11 You can’t eat me raw. あなたは私を生では食べられません。

12 My outside is bumpy. 私の外側はでこぼこです。

13 I grow in a field. 私は畑で育ちます。

14 My seeds are white and flat. 私の種は白色で平らです。

a pumpkin pie 15 Sometimes I'm small. Sometimes I'm heavy. 私には小さいものがあります。重いものもあります。

かぼちゃのパイ 16 You can make pies, cakes, bread or soup from me. あなたは私からパイか，ケーキ，パン，スープを作れます。

17 Cinderella rode in a carriage made from me. シンデレラは私から作った馬車に乗りました。

18 You make a face on me on Halloween. あなたはハロウィーンに私に顔を作ります。

19 I came to Japan from Cambodia . 私はカンボジアから日本に来ました。

20 Sometimes I'm heavier than a man. 時には私は人間よりも重いです。



学習語を含む「フレーズ」，日本語を介さず
に意味を理解し，また学習語に対する英語と
日本語のイメージの違いを視覚的に示すた
めの対象物の「写真」を集めた。 
またカルタの「読札」に載せる情報には，

学習者が情報を組み合わせて学習語を推測
するための「ヒント」を，学習語 1語に対し
て 20 個ずつ作った。ヒントは易しいものか
ら難しいものまで，初級者用から上級者用ま
で網羅するように用意した。ヒント作成には，
ネイティブ・スピーカーの協力を得て，英語
母語話者の視点を取り入れた。 

読札に多様なヒントがあることによって，
レベルの異なる学習者に対して教材を使え
る，経験の少ない小学校の学級担任が英語を
使って外国語活動を運営しやすくなるなど
の利点がある。 

以上のように収集した「学習語情報」をカ
ルタのフォームに移行してカルタを作成し
た（図 2）。さらに地域，学年，学校によって
異なる学習のニーズに応えるために，「ふる
さと」「日本」「世界」をテーマにした生活語
彙教材も同様の方法で作成した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 作成したカルタの例 

 
 
4）指導実践指導 
 小学校 5年生から中学校 3年生までの各学
年で，作成した教材を使って指導実践を行っ
た。多様なヒント文のある本カルタ教材は，
様々な方法で活用できるため，学習者の学年
や英語力のレベルにあわせて使い方を変え
て実践した。 
 
5) 四カ国語学習用教材の開発 

英語カルタの「学習語情報」を基にして，
中国語，韓国語，日本語教材を作成した。生
活語彙の背景には，その国の文化に根差す検
討課題があるため，国内外の各言語の言語研
究者・教育者を集めてプロジェクトチームを
構成して，教材開発を行った。例えば duck 
に対して，英語教材では “I’m a bird.” が
ヒントであるが，中国では，“I’m a food.” 
のほうが子どもの概念に沿っているという
齟齬があった。 

言語･文化に関わる問題を協議，調整した
うえで，各言語の担当者は，各自の言語の「学
習語情報」を作成した。作成には，その言語

を母語としたり精通したりする研究者が２
名以上でチームを組んで意見を調整して行
った（図 3，図 4） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 3 四か国語の学習語情報：絵札の例 
 
 

 
 
 
 
 
 

図 4  四か国語の学習語情報：読札の例 
 
 
6) 英語・デジタル版 eCarta の開発と公開 

連携研究者が所属する独立行政法人情報
通信研究機構の協力を得て，iOS を使ったデ
ジタル版英語生活語彙学習教材 eCarta を作
成した。eCarta の作成は，「英語カルタ」の
「学習語情報」をデジタル化して行った。そ
の際，一般公開を目指して，使用する写真の
著作権を全てクリアし，教材で使用するすべ
ての音声情報をネイティブ・スピーカーに依
頼して録音した。その結果，質の高い画像と
音声を提示できるようになった。また，世界
対応の教材とするため，操作方法などの文字 
情報はすべて英語で表記した。ただし，小・
中学生の学習者がいることに配慮して，操作
方法はイラストでわかりやすく示したり，英
語表記はできるだけ短く単純な表現を使う
ような工夫をした。 

eCarta には「学習モード」（図 5）と「ゲ
ームモード」（図 6）があり，学習モードで語
彙を学習したのち，ゲームモードで楽しく生
活語彙の定着を図ることができる。設定機能
を使うと，学習と遊び方の方法を，多様に設
定できる。例えば，情報量（単語，フレーズ，
文），難易度（初級，中級，上級），制限時間
（2秒，5秒，10 秒，制限なし），情報の種類
（音声情報のみを提示，文字情報のみを提示，
音声と文字情報の両方を提示），プレーする
人数（1人／2人），画面に現れる絵札の数（4

1 I'm a thing. 我是一件物品。 나는 물건입니다. 私は物です。

2 I'm a light. 我是一个灯。 나는 빛입니다. 私は明かりです。

3 I'm in your house. 我在你的家里。 나는 집에 있습니다. 私はあなたの家にいます。

4 You use me in the dark. 你在黑暗中用到我。 당신은 어두운 곳에서 나를 사용합니다. あなたは暗やみで私を使います。

5 I can light your way. 我可以照亮你的道路。 나는 당신이 가는 길을 비출 수 있습니다. 私はあなたの道を照らします。

6 I use batteries. 我使用电池来工作。 나는 건전지를 사용합니다. 私は電池を使います。

7 I'm made of metal or plastic. 我是用金属或者塑料做的。 나는 금속이나 플라스틱으로 만듭니다. 私は金属かプラスチックでできています。

8 You hold me in your hand. 你用手握着我。 당신은 손으로 나를 듭니다. あなたは私を手で持ちます。

9 You can turn me on and off. 你可以将我开了又关。 당신은 나를 켜고 끌 수 있습니다. あなたは私をつけたり消したりします。

# You use me in an emergency. 你在紧急时会用到我。 당신은 긴급한 상황에서 나를 사용합니다. あなたは私を緊急の時に使います。

home supplies
家庭用品

家居用品

가정용품

flashlight
懐中電灯

手 电 筒

손전등

an emergency flashlight
非常用懐中電灯

应急手电筒

비상용 손전등

food

pumpkin

a pumpkin pie

food

pum pkin
a pumpkin pie

I'm a food.
I'm a vegetable.
I'm orange, green or black.
I'm fat and round.
I grow on a vine.
I have a stem.
You see me in the fall.
Some people eat my seeds.  
You use me on Halloween.
You can make a pie from me. 



枚／ 8 枚）などを選べる。 
完成した教材は，Apple Store にて公開し

た。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 

本研究をとおして次のような研究成果を
得ることができた。 
 
1) 子どものための生活語彙リスト 

学習用語彙としての妥当性が確保された
生活語彙リストを得ることができた。小学生，
中学生，高校生のための外国語学習教材を開
発する際，語彙選定の基準のひとつとして利
用できるものである。語彙リストは本研究者
のホームページにて公開されている。 
2) 学校英語に関するデータの収集 

我が国の英語教科書，副読本，入試問題等
で扱われる語彙・文法について調査した結果，
どのような英語をどのように補完すると英
語教育の効果向上に貢献できるかについて，
多様な方面からデータを得ることができた。
これらの結果を踏まえて，「英語カルタ」と 
eCarta を他の英語教育の教材と組み合わせ
て利用する方法を具体的に計画できるよう
になった。 
 
3) ペーバー版「英語カルタ」 
図 1の「学習語情報」をもとに，ペーバー

版の語彙学習教材「英語カルタ」を作成した。
さらに，学校現場のニーズに合わせて様々な

形で利用できる「ふるさと」「日本」「世界」
をテーマとした教材を作成した。多様な教材
を作成することで，学校現場の実情にあわせ
て教材を選択して利用できるようになった。 
「英語カルタ」は，絵札と読札を単独で，

あるいは組み合わせて使うことで，多様な遊
び方と指導ができる。学校現場で「英語カル
タ」を導入できるように，絵札と読札をコピ
ーして使える教材とその遊び方の方法をま
とめた著書が 6月に出版予定である。 
 

4）ペーパー版教材の指導実践 
指導実践は，小学 5年生から中学 3年生で

行った。その結果，英語の聞き取り力を向上
させたこと，語彙が習得されたこと，音声か
ら文字指導への移行に役立ったこと，同じ語
に繰り返し触れて学ぶので一度学習したこ
とが定着しやすいこと，学習者の関心を高め
楽しく英語を学べること，4技能の向上に使
えること，英語教育の小・中連携に役立った
ことなどが確認された。 
 
5）四ヵ国語学習教材 
 「英語カルタ」をもとにして，四カ国語学
習教材を作成し，学習語情報を整えた。必要
に応じて，情報を移行し，印刷していつでも
利用できる。また，学習語情報を利用すれば，
英語版と同様にデジタル版教材も作成可能
である。 
 
6）eCarta の作成と公開 
 eCarta を作成して，Apple Store にて公開
した（図 7）。その結果，開発したデジタル教
材を世界中で利用できるようになった。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7 Apple Store の画面 
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